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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
脳
脊
髄
液
減
少
症
対
策
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
後
遺
障
害
の
認
定
及
び
等
級
に
お
け
る
適
切
な
処
置
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
慢
性
頭
痛
等
の
様
々
な
症
状
を
示
す
脳
脊
髄
液
減
少
症
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る

「
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究
」
（
以
下
「
確
立
研
究
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
れ
ま
で
も
、

脳
神
経
外
科
、
神
経
内
科
、
整
形
外
科
等
の
領
域
の
専
門
家
を
研
究
分
担
者
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
と
し
て

は
、
引
き
続
き
、
確
立
研
究
に
よ
り
、脳
脊
髄
液
減
少
症
の
診
断
・
治
療
法
の
確
立
に
向
け
た
研
究
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

二
に
つ
い
て

確
立
研
究
の
平
成
二
十
三
年
度
総
括
研
究
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
患
者
の
年
齢
は
症
例
登
録
票
の
登
録
項
目
に
な
っ
て
い
な

い
た
め
、
十
八
歳
以
下
の
症
例
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ど
う
か
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
十
八
歳
以
下

の
症
例
が
一
例
も
含
ま
れ
て
い
な
い
」
こ
と
の
理
由
に
つ
い
て
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

ま
た
、
同
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
確
立
研
究
で
は
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
う
ち
脳
脊
髄
液
漏
出
症
に
よ
る
脳
脊
髄
液
漏
出
の

く
う

検
査
手
法
と
し
て
、
放
射
性
医
薬
品
を
腰
部
か
ら
脳
脊
髄
腔
に
注
入
し
当
該
放
射
性
医
薬
品
の
漏
出
に
よ
っ
て
脳
脊
髄
液
漏

一



出
を
診
断
す
る
Ｒ
Ｉ
脳
槽
シ
ン
チ
グ
ラ
フ
ィ
ー
を
採
用
し
て
い
る
が
、脳
脊
髄
液
漏
出
症
に
よ
る
腰
部
の
脳
脊
髄
液
漏
出
と
、

放
射
性
医
薬
品
を
腰
部
か
ら
脳
脊
髄
腔
に
注
入
す
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
腰
部
の
脳
脊
髄
液
漏
出
と
の
鑑
別
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
脳
脊
髄
液
漏
出
症
の
診
断
基
準
等
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
腰
部
の
脳
脊
髄
液
漏
出
の
み
が
認
め
ら
れ
る
症
例
を

研
究
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
平
成
二
十
四
年
度
の
確
立
研
究
で
は
、
腰
部
の
脳
脊
髄
液
漏
出
の
み
が

認
め
ら
れ
る
脳
脊
髄
液
漏
出
症
の
症
例
に
つ
い
て
、
再
検
討
を
行
う
予
定
と
承
知
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

学
校
に
お
け
る
脳
脊
髄
液
減
少
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等
に
対
し

て
「
学
校
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
等
の
後
遺
症
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て
」
（
平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
付
け
文
部

科
学
省
ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
学
校
健
康
教
育
課
事
務
連
絡
）
を
発
出
し
、
毎
年
、
都
道
府
県
及
び
政
令
指
定
都
市
の
教
育

委
員
会
の
学
校
安
全
担
当
者
が
参
加
す
る
会
議
等
で
、
各
学
校
に
対
し
て
そ
の
趣
旨
の
周
知
を
図
る
よ
う
要
請
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
当
該
事
務
連
絡
の
内
容
を
掲
載
す
る
な
ど
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
周
知
内
容
や
周

知
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
こ
れ
ら
の
会
議
等
の
場
を
通
じ
、
脳
脊
髄
液
減
少
症
へ
の
適
切
な
対
応
に
つ
い
て

周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

二



四
に
つ
い
て

脳
脊
髄
液
漏
出
症
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
か
ら
、
硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
が
先
進
医
療
と
し
て
認
め

ら
れ
、
保
険
医
療
機
関
が
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
施
設
基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二

十
九
号
）
第
二
第
六
十
三
号
に
掲
げ
る
施
設
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
地
方
厚
生
局
長
又
は
地
方
厚
生
支
局
長
に
届

け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
医
療
技
術
を
先
進
医
療
と
し
て
実
施
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
制
度
で
は
、
支
援
が
必
要
な
人
に
確
実
に
保
護
を
実
施
す
る
と
い
う
基
本
的
な
考
え
方

に
基
づ
き
、
生
活
扶
助
等
の
必
要
な
保
護
の
実
施
に
併
せ
て
、
就
労
が
可
能
な
生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
就
労
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
が
、
就
労
が
困
難
な
生
活
保
護
受
給
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
体
調
等
を
把
握
し
、
医
療
機
関
へ
の

受
診
と
い
っ
た
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
に
よ
り
、
生
活
保
護
受
給
者
の
個
々

の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間
で
解
雇
や
退
職
に
係
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
は
、
都
道
府
県
労
働
局
が
、
紛
争

当
事
者
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
助
言
、
あ
っ
せ
ん
等
の
紛
争
解
決
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
で
は
、
解

三



雇
や
退
職
に
係
る
法
の
規
定
や
裁
判
例
の
周
知
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
紛
争
の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
御
指
摘
の
抑
鬱
状
態
で
苦
し
む
患
者
に
対
す
る
精
神
的
な
支
援
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
や
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
、
心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
御
指
摘
の
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
患
者
も
含
め
、
支
援
が
必
要
な
人
に
対
し
て
は
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

七
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
事
例
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
に
よ
る
医
療

扶
助
の
た
め
の
医
療
は
、
原
則
と
し
て
国
民
健
康
保
険
の
診
療
方
針
及
び
診
療
報
酬
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
硬

膜
外
自
家
血
注
入
療
法
は
国
民
健
康
保
険
の
適
用
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
医
療
扶
助
の
支
給
対
象
と
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
一
時
的
に
保
護
を
必
要
と
し
な
く
な
っ
た
場
合
等
は
、
保
護
を
停
止
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
生
活
に
困
窮

し
た
場
合
は
、
再
度
必
要
な
保
護
を
行
う
こ
と
も
あ
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
に
よ
る
障
害
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
障
害
の
原
因
と
な

四



っ
た
疾
病
等
を
問
わ
ず
、
同
法
別
表
に
掲
げ
る
永
続
す
る
機
能
の
障
害
を
有
す
る
者
が
対
象
と
な
り
、障
害
者
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
上
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
六
十
五
歳
以
上
の
要
介
護
者
に
つ
い
て
は
、
要
介
護
状
態
の
原
因
と
な
っ
た
疾
病
等

を
問
わ
ず
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
上
の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

九
に
つ
い
て

自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て
は
、
被
害
者
の
症
状
に
つ
い
て
自
動
車
事
故
と
の
相
当
因
果
関
係
が
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
九
十
七
号
）
に
基
づ
く
保
険
金
の
支
払
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

お
尋
ね
の
脳
脊
髄
液
減
少
症
の
患
者
へ
の
自
動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
確
立
研
究
に
よ
る
脳
脊
髄
液

漏
出
症
の
画
像
判
定
基
準
及
び
画
像
診
断
基
準
の
活
用
等
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
引
き
続
き
、
確
立
研
究
等
の
成
果
を
活

用
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

十
に
つ
い
て

硬
膜
外
自
家
血
注
入
療
法
の
保
険
適
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
先
進
医
療
専
門
家
会
議
で
検
討
を
行
っ
た
後
に
、
中
央
社

五



会
保
険
医
療
協
議
会
で
当
該
医
療
技
術
の
安
全
性
、
有
効
性
等
に
つ
い
て
科
学
的
根
拠
に
基
づ
く
評
価
を
行
い
、
そ
の
可
否

を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
現
時
点
で
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

六


